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聖
ア
ン
ト
ニ
オ・マ
リ
ア・

ク
ラ
レ
ッ
ト
を
保
護
聖
人
と

す
る
緑
ヶ
丘
教
会
の
献
堂
50

周
年
を
記
念
す
る
ミ
サ
が
10

月
24
日
、
名
古
屋
教
区
の
松

浦
悟
郎
司
教
の
司
式
の
も
と

行
わ
れ
た
。

緑
ヶ
丘
教
会
50
周
年
は
、

聖
堂
献
堂
で
は
な
く
、
こ
の

地
に
始
ま
っ
た
共
同
体
が
小

教
区
と
し
て
認
め
ら
れ
た
日

を
記
念
し
て
い
る
。
松
浦
司

教
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
教
会

の
例
を
出
し
、
小
教
区
と
し

て
設
立
さ
れ
る
た
め
に
は
聖

堂
で
は
な
く
、
主
日
の
典
礼

を
祝
う
、
信
仰
を
伝
え
る
、

愛
の
行
動
を
行
う
共
同
体
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
ま
ず
必

要
だ
と
話
し
、
次
の
よ
う
に

問
い
か
け
ら
れ
た
。

ク
ラ
レ
チ
ア
ン
宣
教
会
の

司
祭
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ

た
幼
稚
園
、
神
学
校
の
時
代

か
ら
今
に
至
る
ま
で
共
同
体

の
信
仰
は
こ
の
緑
ヶ
丘
の
地

で
綿
々
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
が
、
そ
の
伝
え
る

力
は
ど
こ
か
ら
き
た

の
か
。「
村
か
ら
村
へ
、

町
か
ら
町
へ
と
常
に
走

り
回
る
こ
と
、
そ
れ
が

私
の
人
生
で
し
た
。
そ

し
て
そ
の
使
命
は
い
つ

も
同
じ
…
生
涯
宣
教
者

と
し
て
生
き
る
こ
と
で

す
」
と
語
っ
た
聖
ク
ラ

レ
ッ
ト
の
情
熱
は
ク
ラ

レ
チ
ア
ン
修
道
会
の
司

祭
た
ち
に
よ
っ
て
緑
ヶ

丘
教
会
に
も
た
ら
さ

れ
、
信
徒
た
ち
に
受
け

継
が
れ
た
。
そ
の
す
べ

て
の
原
点
は
キ
リ
ス
ト

だ
っ
た
。
苦
し
む
人
間

を
救
う
こ
と
に
命
を
か

け
た
キ
リ
ス
ト
の
心
は

私
た
ち
に
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

信
仰
に
よ
っ
て
キ
リ
ス

ト
と
一
つ
に
な
る
と
い

う
意
味
は
、
そ
の
キ
リ

ス
ト
の
心
、
熱
意
と
一

緑
ヶ
丘
教
会
50
周
年
記
念
ミ
サ

�

共
同
体
が
小
教
区
に
な
っ
た
日
、聖
ク
ラ
レ
ッ
ト
の
情
熱

愛
の
よ
ろ
こ
び
の
家
族
年

２
０
２
１
年
３
月
19
日
～�

�

２
０
２
２
年
６
月
26
日

ヨ
セ
フ
年

２
０
２
０
年
12
月
８
日
～�

�

２
０
２
１
年
12
月
８
日

つ
に
な
っ
て
私
た
ち
も
動
か

さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
の
か
。
私
た
ち
は
自
分
自

身
を
キ
リ
ス
ト
者
と
自
覚
し

な
が
ら
も
、
自
分
が
喜
び
と

平
和
を
感
じ
、
そ
れ
だ
け
で

満
足
し
止
ま
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
な
い
か
。
旧
約
時

代
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
は
土

地
に
定
着
を
始
め
る
と
、
神

殿
を
建
て
安
定
を
求
め
は
じ

め
た
。
し
か
し
、
神
が
望
ま

れ
る
の
は
自
分
た
ち
の
安
定

で
は
な
く
、「
旅
す
る
教
会
」

と
し
て
、
そ
の
時
そ
の
時
の

現
実
の
中
で
キ
リ
ス
ト
の
心

に
動
か
さ
れ
な
が
ら
神
の
国

を
目
指
し
て
旅
を
続
け
て
い

く
信
仰
だ
。

今
日
、
松
浦
司
教
と
と
も

に
捧
げ
た
50
周
年
記
念
ミ
サ

を
受
け
て
、
緑
ヶ
丘
教
会
の

共
同
体
は
１
０
０
年
目
に
向

か
っ
て
新
し
い
一
歩
を
歩
み

始
め
た
。

（
緑
ヶ
丘
教
会　

�

マ
リ
ア
山
本
杏
菜
）

「宣教地召命促進の日（献金）」
12月5日

　キリストを知らない人に救いの福音を伝
えることは、キリスト者一人ひとりに課せ
られた使命であり、神からの呼びかけにこ
たえること（召命）です。
　宣教に従事する司祭、修道者がよりいっ
そう増えるよう祈ることは、大切なことで
す。
　この日、わたしたちは、世界中の宣教地
における召命促進のために祈り、犠牲をさ
さげます。当日の献金はローマ教皇庁に集
められ、全世界の宣教地の司祭養成のため
の援助金として送られます。

2022年度
「新成人を祝う教区新年のつどい」
New Year gathering to celebrate the new adults
日　時　1月16日（日）　14：00～15：30
場　所　カトリック布池教会聖堂
内　容　�教区新年のミサ、新成人の祝福式、
　　　　新成人の紹介と記念品の贈呈
主　催　カトリック名古屋教区
問合せ　名古屋教区本部事務局　☎052-935-2223
連　絡
�　新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態宣言は解
除になりましたが、収束したわけではありませんので、
ミサの参加人数は160人までとします。体調不良の方は
出席を控えていただき、出席者は全員マスクを着用願
います。
�　尚、昨年のように青年委員会主催によるリモートで
の新成人の集いを企画しております。
�　駐車場が狭いため、公共交通機関をご利用下さい。
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光ヶ丘女子高等学校の�
「クリスマスページェント2021」

　光ヶ丘女子高等学校の伝統行事であるクリスマ
スページェントが今年も開催される。天地創造か
らキリスト降誕までを、吹奏楽部の演奏に乗せて
送るミュージカル劇。
　全国トップレベルの部活動で織りなすステージ
は必見。昨年度から台本が一部リニューアルされ、
さらに見応えのある舞台となっている。昨年に引
き続き、今年も関係者のみの公開。クリスマスの
喜びをともにお祝いしましょう。
日　時　12月18日（土）～19日（日）
場　所　岡崎市民会館あおいホール
ライブ配信（有料）は19日のみ。詳細は光ヶ丘女
子高等学校HPをご覧ください。

く
る
「
③
国
内
に
お
け
る
感

染
症
の
流
行
継
続
」
の
場
合

に
は
そ
れ
に
合
わ
せ
て
対
応

し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
小
教

区
の
置
か
れ
た
地
域
性
や
環

境
（
聖
堂
の
大
き
さ
、
人
数

な
ど
）
に
よ
っ
て
状
況
も
異

な
る
の
で
、
判
断
は
小
教
区

と
し
て
行
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
外
国
語
の
ミ
サ
も

小
教
区
の
方
針
に
従
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

再
度
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
た
場
合
は
、
対
策

（
14
）
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

�

祈
り
の
う
ち
に

---------------------------------------

「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
お

け
る
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」（
２
０
２
０
年
11
月
１

日
）よ
り
国
内
感
染
だ
け
を

抜
き
出
し
段
階
別
に
し
た
。

①
国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

発
生
時
及
び
国
内
に
お
け
る

感
染
症
の
減
少
期

国
内
に
お
い
て
感
染
者
が

確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
国
や
都

道
府
県
に
よ
る
緊
急
事
態
宣

言
や
営
業
・
移
動
の
自
粛
要

請
が
出
さ
れ
て
い
な
い
段
階
。

②
国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

感
染
拡
大

国
内
に
お
い
て
感
染
症
の

感
染
が
拡
大
し
、
行
政
に
よ

る
緊
急
事
態
宣
言
や
営
業
・

移
動
の
自
粛
要
請
が
出
さ
れ

た
段
階
。

③
国
内
に
お
け
る
感
染
症
の

流
行
継
続

緊
急
事
態
宣
言
、
営
業
・

移
動
の
自
粛
要
請
は
解
除
さ

れ
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て

感
染
症
が
流
行
し
続
け
て
い

る
段
階
。

＋
主
の
平
和

先
月
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
状
況
は
一
気
に
改

善
し
、
感
染
者
が
激
減
す
る

と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
中
心
と

す
る
感
染
防
止
対
策
が
功
を

奏
し
て
き
た
の
か
、
あ
る
い

は
「
ウ
イ
ル
ス
の
自
滅
」
な

の
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
憶
測
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
す
が
、
専

門
家
で
も
明
確
な
理
由
が
分

か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ま
ま
終
息

す
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
年

末
に
は
毎
年
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
重
な
っ
て
第
６
波
が

来
る
の
で
は
な
い
か
と
の
考

え
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

い
わ
ば
「
感
染
症
減
少
期
」

（
下
記
参
照
）
に
あ
た
っ
て

も
緊
急
事
態
宣
言
発
令
中
と

同
じ
対
応
を
取
る
必
要
も
な

い
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
下
の
中

で
は
以
下
の
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

ミ
サ
で
は
こ
れ
ま
で
通
り

３
密
を
避
け
る
対
策
を
取
り

つ
つ
、
司
祭
と
会
衆
が
通
常

の
や
り
取
り
を
し
た
り
、
聖

歌
も
歌
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
場
合
、
マ
ス
ク
を

し
た
ま
ま
通
常
よ
り
は
静
か

に
声
を
出
す
こ
と
を
心
が
け

て
下
さ
い
。
ミ
サ
後
の
交
流

や
集
ま
り
も
マ
ス
ク
を
し
た

上
で
、
少
し
ず
つ
行
っ
て
い

く
こ
と
も
可
能
で
す
。

た
だ
し
、
感
染
が
増
え
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て（
16
）

教
区
の
皆
さ
ま�

教
区
司
教
　
松
浦
悟
郎

GLORIA in excélsis Deo.
Et in terra pax homínibus bonæ voluntátis.

“いと高き天においては、神に栄光あれ。地上においては、善意の人々に平安あれ。”
主のご降誕おめでとうございます、　２０２１年１２月２５日
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「
取
り
組
み
事
例
」

高
蔵
寺
教
会

実
施
日　

７
月
４
日
（
日
）

～
８
月
８
日
（
日
）
主
日
ミ

サ
（
９
：
30
～
）
の
中
で
行

う
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
。」

プ
ロ
グ
ラ
ム

第
１
期　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は

⑴
ミ
サ
の
説
教
の
際
に
下
記

の
資
料
に
沿
っ
て
、
主
任

司
祭
が
開
設
す
る

�　
『
こ
ど
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ　

な

ぜ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
必
要
な

の
か
が
わ
か
る
本
』（
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
、 

２
０
２
０

年
）
か
ら
要
点
を
抜
粋
し

た
資
料
。

⑵
次
回
ミ
サ
に
来
る
際
に
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
記
入
し
た

も
の
を
提
出
し
て
も
ら

う
。
朝
日
新
聞
掲
載
（
５

／
22
）
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

関
心
が
あ
り
ま
す
か
？
」

を
も
と
に
作
成
し
た
簡
単

な
ア
ン
ケ
ー
ト
。

⑶
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
掲
示

物
を
展
示
す
る（
８
月
中
）

第
２
期　

地
球
温
暖
化
を
防

ぐ
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
13
）

⑷�『
温
暖
化
防
止
の
た
め

私
に
何
が
で
き
る
か
』

（
聖
コ
ロ
ン
バ
ン
会
、

２
０
１
９
年
）
を
配
布

す
る
。

⑸�

絵
本
『
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ

マ
く
ん
、
だ
い
じ
ょ
う

ぶ
？
北
極
の
氷
は
な

ぜ
と
け
る
』（
評
論
社
、

２
０
１
６
年
）
を
ス
ラ

イ
ド
に
し
た
も
の
を
ミ

サ
の
説
教
の
際
に
上
映

す
る
。

膳
棚
教
会

実
施
日

　

８
月
29
日
（
日
）

　

10
：
30
～
11
：
30

講
演
会

　
「
失
わ
れ
た
命
の
た
め
に

行
動
す
る
と
い
う
こ
と
～

名
古
屋
入
管
ス
リ
ラ
ン

カ
人
女
性
死
亡
事
件
と

私
～
」
だ
っ
た
。

講　

師

　

名
古
屋
市
立
大
学 

平
田

雅
己
准
教
授
を
招
い
て
の

講
演
会
を
実
施
し
た
。
21

人
が
聴
講
し
、
合
わ
せ
て

講
師
の
活
動
を
支
援
す
る

募
金
活
動
も
行
わ
れ
た
。

な
お
、
８
月
８
日
の
主
日

ミ
サ
前
に
平
和
祈
願
の
祈

り
を
共
同
で
捧
げ
た
。（
こ

の
記
事
は
教
区
ニ
ュ
ー
ス

３
面
に
掲
載
。）

多
治
見
教
会

展　

示

　

�

８
月
６
日
（
金
）
～
15
日

（
日
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞

　

８
月
15
日

（
日
）

　

16
：
00
～

17
：
00

　

多
文
化
の

共
存

・
信
徒
が
出

身
国
ご

と
に
、
自
国
に

お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
伝
道
の
歴

史
、
現
在
の
信
仰
の
在
り

方
、
社
会
問
題
、
そ
し
て

自
国
の
魅
力
に
つ
い
て
、

ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
て
教

会
内
に
展
示
し
た
。ま
た
、

最
終
日
に
は
中
村
哲
医
師

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し
た
。

・
展
示
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
韓
国
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
国
は
、
戦
争
や
自
然

災
害
で
の
辛
い
経
験
、
大

気
汚
染
、
治
安
の
悪
化
、

貧
困
、
汚
職
の
問
題
、
宗

教
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
時

代
の
経
験
、
植
民
地
支
配

の
痛
み
、
多
民
族
・
多
文

化
・
多
言
語
・
多
宗
教
の

難
し
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
や
痛
み
を
抱
え
て

い
る
。
し
か
し
被
災
者
救

済
や
高
齢
者
・
障
害
者
の

支
援
に
向
か
う
動
き
、
多

様
性
の
一
致
の
理
念
の
実

現
を
目
指
す
憲
法
が
生
ま

れ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
民

主
化
の
た
め
に
民
衆
を

守
っ
た
聖
職
者
、
宗
教
が

禁
止
さ
れ
た
困
難
な
時
代

に
も
守
ら
れ
た
信
仰
、
母

国
を
離
れ
て
気
づ
い
た
フ

レ
ン
ド
リ
ー
で
明
る
い
国

民
性
な
ど
、
自
国
の
魅
力

が
分
か
ち
合
わ
れ
た
。

・
こ
れ
ら
の
展
示
を
通
し

て
、
外
国
か
ら
の
兄
弟
姉

妹
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
困
難

を
乗
り
越
え
て
信
仰
を

守
っ
て
き
た
こ
と
を
知

り
、
相
互
の
理
解
が
深

ま
っ
た
。

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

８
月
８
日
（
日
）
主
日
の
ミ

サ
に
お
い
て

・
今
年
度
の
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

の
平
和
旬
間
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
状
況

を
鑑
み
、
例
年
行
わ
れ
て

き
た
司
教
ミ
サ
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
中
止
と
な
っ

た
。
そ
し
て
、
昨
年
同
様

に
、
８
月
８
日
（
日
）
の

年
間
第
19
主
日
の
各
小
教

区
の
主
日
ミ
サ
の
中
で
、

平
和
祈
願
を
こ
め
て
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
共
通
の
意
向
を

入
れ
て
ミ
サ
を
さ
さ
げ

た
。

・
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
司
教
団

の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
配

布
し
、
ミ
サ
の
前
後
や
集

ま
る
機
会
に
参
加
者
で
読

ん
で
、
で
き
る
限
り
で
分

か
ち
合
な
ど
を
行
っ
た
。

・
期
間
中
、
各
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の
場
で
「
平
和
へ
の
願

い
」
の
祈
り
を
捧
げ
、
霊

的
花
束
と
し
て
ま
と
め
た

も
の
を
、
８
月
15
日
の
聖

母
被
昇
天
ミ
サ
な
ど
で
奉

納
し
た
。

・
ミ
サ
の
中
で
は
、
あ
ら
か

じ
め
各
教
会
の
代
表
者

に
、
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
た
共
同
祈
願
を
作
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
れ
を
一
覧

に
し
て
ま
と
め
た
も
の

を
、
当
日
の
ミ
サ
の
共
同

祈
願
で
、
い
く
つ
か
選
ん

で
祈
り
を
さ
さ
げ
た
。

・
各
小
教
区
で
、
名
古
屋
教

区
で
行
わ
れ
る
平
和
の
集

い
（
８
月
８
日
）
で
上
映

さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
活
躍
さ

れ
た
故
中
村
哲
氏
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
ビ
デ
オ

『
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
用
水

路
が
運
ぶ
恵
み
と
平
和
。

本
編
「
緑
の
大
地
計
画
の

記
録
」』〈
30
分
〉
を
ミ
サ

の
前
後
や
集
ま
る
機
会
を

作
っ
て
鑑
賞
、
分
か
ち
合

い
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

富
山
地
区

・
平
和
へ
の
願
い
を
、
七
夕

の
短
冊
に
書
き
込
み
、
笹

の
葉
に
結
び
、
聖
堂
に
飾

る
な
ど
し
た
報
告
を
受
け

た
。

金
沢
教
会

・
８
月
８
日
（
日
）
18
時
の

金
沢
教
会
の
主
日
ミ
サ
に

て
、
子
ど
も
と
若
者
と
親

子
を
対
象
に
し
た
、
平

和
祈
願
ミ
サ
が
行
わ
れ

た
。
金
沢

教
会
に
限

ら
ず
、
石

川
地
区
・

北
陸
ブ

ロ
ッ
ク
に

も
呼
び
掛

け
、
オ
ー

プ
ン
な
ミ
サ
と

し
た
。
ミ
サ
で

は
富
山
地
区
の

青
年
た
ち
に
協

力
を
お
願
い

し
、
バ
ン
ド
演

奏
に
よ
る
聖
歌

演
奏
も
行
わ
れ

た
。
普
段
、
聖

歌
を
全
体
で
歌

う
こ
と
が
で
き

な
い
中
、
聖
堂

が
あ
た
た
か
な

雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
ま

た
、説
教
で
は
、絵
本
「
わ

た
し
の
せ
い
じ
ゃ
な
い
―

せ
き
に
ん
に
つ
い
て
―
」

（
レ
イ
フ
・
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
ソ
ン
著
）
が
紹
介
さ
れ

た
。
学
校
の
教
室
で
1
人

の
男
の
子
が
泣
い
て
い
る

場
面
を
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

が
い
ろ
い
ろ
理
由
を
つ
け

て
「
わ
た
し
の
せ
い
じ
ゃ

な
い
」と
い
う
内
容
だ
が
、

事
前
に
金
沢
教
会
の
子
ど

も
た
ち
が
絵
本
の
吹
き
替

え
に
挑
戦
し
、
映
像
で
内

容
が
紹
介
さ
れ
た
。
片
岡

神
父
は
「
一
見
、
平
和
と

な
に
も
関
係
の
な
い
よ
う

に
み
え
る
け
ど
、戦
争
も
、

い
じ
め
も
、
レ
ベ
ル
は
違

う
が
、
わ
た
し
た
ち
人
間

が
す
る
こ
と
。
こ
の
絵
本

の
よ
う
に
、『
わ
た
し
の

せ
い
じ
ゃ
な
い
』『
わ
た

し
知
ら
な
い
』
と
い
う
考

え
方
を
捨
て
て
、
平
和
の

た
め
に
、何
が
で
き
る
か
、

小
さ
い
こ
と
か
ら
、
は
じ

め
て
い
こ
う
」
と
呼
び
掛

け
た
。

・
参
加
し
た
子
供
た
ち
に

は
、
お
菓
子
や
花
火
な
ど

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
共
同

司
式
し
て
く
だ
さ
っ
た
チ

プ
リ
ア
ノ
神
父
、
ペ
ト

ロ
神
父
か
ら
渡
さ
れ
た
。

こ
の
平
和
祈
願
ミ
サ
は

Y
ouT
ube

で
動
画
配
信

さ
れ
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

祈
り

城
北
橋
教
会

８
月
15
日
（
日
）

９
：
00
～
11
：
00　

平
和
の

為
の
祈
り

　

ロ
ザ
リ
オ
一
環

　

ロ
ザ
リ
オ
一
環

　

平
和
の
為
の
祈
り

　

聖
母
の
被
昇
天

長
浦
教
会

８
月
15
日
（
日
）

　

ミ
サ
後
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈

り　

聖
母
被
昇
天
の
祝
日

の
ミ
サ
に
合
わ
せ
て
、
ミ

サ
後
、
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り

を
唱
え
た
。

一
宮
教
会

８
月
１
日
（
日
）

10
：
00
～
11
：
00

平
和
に
つ
い
て
の
講
話
と

「
平
和
の
お
り
づ
る
」

①
太
田
実
神
父
が
ミ
サ
説
教

の
中
で
「
ア
シ
ジ
の
聖
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
と
教
皇
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
」
に
つ
い
て
講

話
を
行
な
っ
た
。
神
父
は

説
教
の
は
じ
め
に
現
教
皇

の
映
画
「
ロ
ー
マ
法
王
に

な
る
日
ま
で
」
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
を
聖
堂
左
正

面
に
映
し
て
現
教
皇
を
紹

介
し
た
。
そ
し
て
、
ア
シ

ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
が

果
た
せ
得
な
か
っ
た
イ
ス

ラ
ム
教
と
の
和
解
を
、
800

年
後
に
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
が
実
現
さ
せ
た
こ
と
を

説
い
た
。

②
平
和
へ
の
祈
り
を
書
い
て

折
っ
た
「
お
り
づ
る
」
は

全
部
で
１
０
５
４
羽
と

な
っ
た
。
そ
の
「
お
り
づ

る
」
を
８
月
１
日
10
時
の

ミ
サ
で
奉
納
し
、
平
和
旬

間
中
、
祭
壇
前
に
さ
さ
げ

た
。
今
夏
で
戦
後
76
年
の

た
め
、
そ
の
う
ち
の
76
羽

を
生
け
花
の
ま
わ
り
に
か

ざ
っ
た
。

各
務
原
教
会

８
月
14
日
（
土
）

９
：
30
～
20
：
00

　

す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
ろ

う
～
誰
も
置
き
去
り
に
し

な
い
世
界
に
向
け
て

・
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
て
14
日

は
大
雨
警
報
も
一
部
発
令

さ
れ
た
一
日
だ
っ
た
が
、

少
人
数
な
が
ら
、
聖
体
礼

拝
を
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
で
行
う
こ
と
が
で
き

た
。

・
６
月
19
日
の
濃
尾
・
尾
張

キ
リ
シ
タ
ン
顕
彰
碑
除
幕

式
の
撮
影
ビ
デ
オ
動
画
を

観
て
、「
和
解
の
し
る
し
」

に
共
感
し
分
か
ち
合
っ

た
。

・
聖
心
布
教
会
の
3
人
の
神

父
様
が
グ
ア
テ
マ
ラ
で

殉
教
（
１
８
８
０
年
代
）、

列
福
さ
れ
た
話
を
聞
き
、

分
か
ち
合
っ
た
。

美
濃
加
茂
教
会

８
月
６
日
（
金
）
～

平
和
旬
間
中

平
和
へ
の
祈
り

　

平
和
旬
間
中
、
毎
日
10
人

ほ
ど
が
集
い
、
午
前
7

時
よ
り
平
和
旬
間
の
意

向
「
す
べ
て
の
い
の
ち
を

守
ろ
う
～
誰
も
置
き
去
り

に
し
な
い
世
界
に
向
け

て
～
」
で
ミ
サ
が
捧
げ
ら

れ
た
。

・�

8
月
6
日（
金
）、9
日（
月
）

は
午
前
6
時
こ
ろ
か
ら
ご

聖
体
を
顕
示
し
、
広
島
・

長
崎
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
の
た
め
に
、
聖
体
礼

拝
と
主
任
司
祭
の
平
和
に

関
す
る
お
話
が
あ
り
、
そ

の
後
は
ミ
サ
ま
で
の
間
、

各
自
黙
想
・
祈
り
の
時
間

と
し
、
平
和
の
た
め
の
ミ

サ
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

・
年
間
を
通
し
て
毎
週
土
曜

日
11
時
か
ら
実
施
し
て
い

る
ロ
ザ
リ
オ
の
祈
り
の
う

ち
、8
月
14
日
（
土
）
は
、

ご
聖
体
顕
示
の
う
ち
に

祈
っ
た
。

・
8
月
15
日
〔
聖
母
被
昇
天

の
祭
日
〕
は
、
平
和
旬
間

の
祈
り
の
ま
と
め
お
よ
び

当
教
会
献
堂
40
周
年
の
一

環
と
し
た
平
和
の
ミ
サ
を

計
画
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
者
が
出
た

た
め
、
き
ゅ
う
き
ょ
、
公

開
ミ
サ
は
中
止
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
感
染
し
た

方
の
た
め
に
、
ま
た
平
和

の
た
め
に
も
、
各
自
で
祈

り
の
時
間
と
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

大
垣
教
会

８
月
13
日
（
金
）

11
：
00
～
20
：
00

聖
体
礼
拝

　

午
前
11
時
か
ら
日
本
語
に

よ
る
ミ
サ
。
そ
の
後
、
黙

想
の
時
間
を
経
て
、
聖
体

降
福
式
を
行
っ
た
。

・
12
時
～
14
時
、
ベ
ト
ナ
ム

人
グ
ル
ー
プ
が
全
世
界
の

名
古
屋
教
区
平
和
旬
間
の
事
例
の
ま
と
め

今
年
の
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
が
8
月
6
日
か
ら
15
日
ま
で
行

わ
れ
た
。名
古
屋
教
区
の
平
和
旬
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、ブ
ロ
ッ

ク
や
小
教
区
、諸
団
体
な
ど
か
ら
、色
々
な
取
り
組
み
が
提
出
さ
れ
た
。

名
古
屋
教
区
社
会
福
音
化
推
進
部
で
は
そ
の
中
か
ら
下
記
の
事
例
を
取

り
上
げ
紹
介
し
ま
す
。

多治見教会祭壇

金沢教会の平和祈願ミサ

多治見教会平和旬間展示

富山地区の青年によるバンド演奏
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今
年
の
教
区
平
和
旬
間

の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
年

３
月
に
名
古
屋
市
港
区
に
あ

る
、
入
管
施
設
内
で
33
歳
の

ス
リ
ラ
ン
カ
人
女
性
が
衰
弱

し
て
死
亡
し
た
問
題
に
つい
て

の
講
演
会
が
８
月
29
日
に
膳

棚
教
会
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。

講
師
に
平ひ

ら

田た

雅ま
さ

己き

教
授

（
名
古
屋
市
立
大
学
人
間
文

化
研
究
科
准
教
授
）【
写
真
】

を
招
き
「
失
わ
れ
た
命
の
た

め
に
行
動
す
る
と
い
う
こ
と

～
名
古
屋
入
管
ス
リ
ラ
ン
カ

人
女
性
死
亡
事
件
と
私
～
」

の
題
で
講
演
を
聴
い
た
。
平

田
教
授
は
ア
メ
リ
カ
現
代
史

と
平
和
学
が
専
門
で
あ
る
。

平
田
教
授

は
演
題
に
入

る
前
に
、
世

界
の
情
勢
に

つ
い
て
語
っ

た
。
ま
た
こ

の
演
題
に
つ

い
て
話
す
の

は
こ
の
教
会

が
初
め
て
で

は
な
い
こ

と
、
カ
ト

リ
ッ
ク
と
の

出
会
い
は
函

館
ラ
サ
ー
ル

だ
っ
た
こ
と

も
付
け
加
え

の
べ
た
。

「
今
か
ら

20
年
前
の
９
月
11
日
に
ア
メ

リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
で

国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
が
テ
ロ

リ
ス
ト
に
よ
り
破
壊
さ
れ

た
。
ち
ょ
う
ど
、
私
も
そ
の

現
場
に
居
合
わ
せ
た
。
破

壊
さ
れ
た
瓦
礫
の
上
の
垂

幕
に
は
、Racism

 is not 
the answ

er,W
ar is not 

progress,But Peace is 
PO
SSIBLE

（
和
訳
：
民

族
的
差
別
主
義
は
答
え
で
な

く
、
戦
争
は
進
歩
で
な
い
、

だ
が
平
和
は
可
能
で
あ
る
）

と
書
か
れ
て
あ
り
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
た
ち
は
平
和
を
望

ん
で
い
る
と
知
っ
た
。」

そ
の
後
ア
メ
リ
カ
は
報
復

攻
撃
し
、
指
導
者
の
殺
害
か

ら
ア
フ
ガ
ン
戦
争
へ
の
背
景

を
語
っ
た
。

本
題
に
入
り
平
田
教
授
は

名
古
屋
入
管
職
員
を
殺
人
と

保
護
責
任
者
遺
棄
致
死
傷
容

疑
で
名
古
屋
地
検
特
捜
部
に

告
発
す
る
決
意
を
固
め
る
ま

で
の
経
緯
を
話
し
た
。

告
発
状
で
容
疑
者
は
特
定

せ
ず
、
告
発
の
趣
旨
に
つ
い

て
「
保
護
責
任
者
遺
棄
致
死

傷
罪
が
適
用
可
能
で
、
監
視

カ
メ
ラ
の
記
録
な
ど
物
証
で

殺
人
罪
の
適
応
も
十
分
可
能

で
あ
る
」
と
訴
え
て
い
る
。

平
田
教
授
は
本
件
の
発
生
に

は
強
い
憤
り
を
感
じ
て
お
り

世
論
の
人
々
が
入
管
行
政
問

題
へ
の
喚
起
に
つ
な
が
れ
ば

と
心
境
を
語
っ
た
。

以
前
に
も
平
田
教
授
は
入

管
に
収
容
さ
れ
た
留
学
生
を

支
援
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

し
か
し
留
学
生
は
理
由
が
分

か
ら
な
い
ま
ま
「
放
免
」
さ

れ
た
こ
と
も
語
っ
た
。

最
後
に
、「
８
月
10
日
に

入
出
国
在
留
管
理
庁
の
最
終

報
告
が
発
表
さ
れ
た
が
、
入

管
職
員
に
は
、
亡
く
な
っ
た

ス
リ
ラ
ン
カ
女
性
に
対
し
真

剣
に
責
任
の
重
み
を
感
じ
取

り
、
真
意
を
語
っ
て
欲
し
い

と
思
う
。
失
わ
れ
た
命
の
た

め
に
、
行
動
す
る
こ
と
が
、

私
の
告
発
す
る
本
意
で
あ

る
」
と
結
ん
だ
。

名
古
屋
入
管
ス
リ
ラ
ン
カ

人
女
性
死
亡
事
件
へ
の
真
相

究
明
活
動
の
支
援
と
し
て
、

当
教
会
の
有
志
に
よ
っ
て
募

金
活
動
も
行
わ
れ
た
。

講
演
会
の
内
容
は
８
月
30

日
の
中
日
新
聞
朝
刊
の
市
内

版
に
も
掲
載・紹
介
さ
れ
た
。

膳
棚
教
会
で
平
和
旬
間
行
事
の
講
演
会

困
難
の
中
に
あ
る
人
た
ち

の
た
め
に
祈
り
を
行
っ

た
。

・
15
時
～
16
時
、
ブ
ラ
ジ
ル

人
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
祈

り
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
聖

体
降
福
式
を
行
っ
た
。

・
午
前
11
時
か
ら
午
後
8
時

ま
で
、
個
人
も
し
く
は
グ

ル
ー
プ
で
お
祈
り
す
る
人

た
ち
が
途
切
れ
る
こ
と
な

く
教
会
を
訪
れ
た
。
し
か

し
、
こ
の
日
は
ひ
ど
い
雨

だ
っ
た
の
で
、
例
年
よ
り

参
加
者
が
心
持
ち
少
な

か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ

た
。

岡
崎
教
会

８
月
６
日（
金
）～
９
日（
月
）

　
“
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守

ろ
う
～
誰
も
置
き
去
り
に

し
な
い
世
界
に
向
け
て
”

（N
o one w

ill be left 
behind

）

８
月
６
日
（
金
）

　

広
島
原
爆
の
日　

午
前
8

時
15
分
教
会
の
鐘
を
鳴
ら

し
て
黙
祷
を
捧
げ
た
。

８
月
８
日
（
日
）

　

三
河
ブ
ロ
ッ
ク
平
和
祈
願

ミ
サ　

10
：
00
～
（
各
小

教
区
で
）

　

ミ
サ
の
中
で
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
の
共
同
祈
願
を
唱

え
た
。
ま
た
、
８
月
１
日

～
８
日
ま
で
折
り
鶴
（
平

和
の
願
い
を
記
入
す
る
）

を
折
り
、
そ
れ
を
ミ
サ
の

中
で
奉
納
し
た
。

８
月
９
日
（
月
）

　

長
崎
原
爆
の
日　

10
：
30

～
11
：
30　

平
和
祈
願
ミ

サ
。
途
中
、
朗
読
Ｒ
２
長

崎
平
和
祈
念
式
典
「
平
和

の
誓
い
」、
カ
ト
リ
ッ
ク

浦
上
教
会
の
深
堀
繁
美
の

挨
拶
文
、
11
：
02
（
原
爆

投
下
時
刻
）黙
祷（
１
分
）、

教
会
の
鐘
を
鳴
ら
す
。

・
映
画
の
お
知
ら
せ　

８
月

６
日
（
金
）「
太
陽
の
子
」

上
映
（
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
岡

崎
な
ど
～
）

８
月
20
日
（
金
）　
「
祈
り
～

幻
に
長
崎
を
想
う
刻
～
」

名
演
小
劇
場
（
９
月
３
日

～
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
岡
崎
）

刈
谷
教
会

８
月
８
日
（
日
）

　

９
：
30
～
ミ
サ
。
ミ
サ
の

中
で
、
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
で

作
成
し
た
平
和
旬
間
の
共

同
祈
願
を
唱
え
た
。

聖
心
教
会

８
月
１
日（
日
）～
15
日（
日
）

　

聖
ヨ
セ
フ
に
祈
る
。
今
年

は
「
聖
ヨ
セ
フ
年
」
で
あ

り
、
特
別
免
償
の
恵
み
も

与
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

聖
ヨ
セ
フ
に
取
次
ぎ
を
求

め
る
。
聖
堂
内
陣
に
あ
る

聖
ヨ
セ
フ
像
の
足
元
に
籠

を
置
き
、
家
族
・
個
人
・

グ
ル
ー
プ
で
祈
り
・
犠

牲
・
取
次
ぎ
を
神
に
書
き

入
れ
、
鶴
を
折
っ
た
り
し

て
願
う
。
そ
れ
を
８
月
15

日
に
奉
納
し
た
。

・
期
間
中
、
聖
ヨ
セ
フ
に
祈

り
を
さ
さ
げ
る
。
家
庭
・

個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
、
ま

た
主
日
ミ
サ
の
お
知
ら
せ

の
前
に
、
全
員
で
、
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
使
徒
的

書
簡
『
父
の
心
で
』
Ｐ
32

の
聖
ヨ
セ
フ
へ
の
祈
り
を

さ
さ
げ
た
。

・
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
行
事
と
し

て
、
８
月
８
日
（
日
）
ミ

サ
で
、
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
平

和
旬
間
共
同
祈
願
を
唱
え

た
。

（
名
古
屋
教
区
社
会
福
音
化

推
進
部
）

金
沢
教
会
で
８
月
22
日
、

タ
ガ
ロ
グ
語（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）

ミ
サ
を
初
め
て
実
施
し
た
。

フ
ェ
ル
デ
ィ
神
父（
神
言
会
）

が
司
式
し
、
約
80
人
が
出
席

し
た
。

北
陸
で
は
タ
ガ
ロ
グ
語
ミ

サ
は
、
富
山
地
区
が
埼
玉
か

ら
月
一
回
、
福
井
地
区
は
名

古
屋
か
ら
修
道
会
の
司
祭
が

来
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
、
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
司
牧
が
困
難

だ
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
松
浦

司
教
か
ら
の
働
き
か
け
に
よ

て
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
神
父
に
現

状
把
握
を
含
め
て
名
古
屋
か

ら
来
て
い
た
だ
い
た
。
フ
ェ

ル
デ
ィ
神
父
は
「
毎
月
は

難
し
い
が
２
～
３
か
月
に
一

回
の
実
施
が
出
来
た
ら
良
い

と
考
え
て
い
る
。
石
川
地
区

全
体
と
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

人
の
司
牧
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
言
っ
て
い
た
。

�（
か
な
ざ
わ
教
会
だ
よ
り
）

『
小
教
区
報
ひ
ろ
い
よ
み
』

金
沢
教
会
で
タ
ガ
ロ
グ
語
ミ
サ
を
初
め
て
実
施

名
古
屋
教
区
カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
が

第
58
回
民
間
社
会
福
祉
事
業
功
労
者
表

彰
を
受
け
る

名古屋教区有志によるWYDリスボン大会�
テーマソング（邦訳版）演奏動画を紹介

　2023年8月にポルトガルで開催するWYDワールドユースデー（世界青年の
日）リスボン大会のオフィシャルテーマソングをイメージできるように、名
古屋教区の青年有志よって邦訳バージョンの動画がカトリック中央協議会ウ
エブサイトで紹介された。
　大会のテーマソングの歌詞はポルトガル語だけで、アジア圏の言葉が含ま
れていなかった。日本語の統一訳が決定した後、神言神学院の暮

くれ

林
はやし

響
ごう

神父（神
言修道会）が青年たちに呼びかけ、リモート演奏を編集して青年主体の演奏
動画を制作した。演奏動画はあくまでも有志によるものであるが、カトリッ
ク中央協議会青少年司牧部門では、各教区のワールドユースデー・リスボン
大会準備に向けた活動へのヒントになればと紹介している。
� （カトリック中央協議会ホームページより）

名
古
屋
教
区
東
八
事
第
一
墓

地
合
同
の
追
悼
ミ
サ

生
涯
を
神
へ
の
信
仰
に
生

き
、
こ
の
墓
地
に
眠
る
方
々

を
思
い
起
こ
し
、
こ
の
世
を

去
っ
た
兄
弟
姉
妹
の
た
め
の

合
同
追
悼
ミ
サ
が
10
月
10

日
、
東
八
事
第
一
墓
地
で
行

わ
れ
約
80
人
が
参
列
し
た
。

司
式
は
伊
藤
大
有
神
父

（
東
山
教
会
）
が
行
い
、
真

野
和
夫
助
祭
が
奉
仕
し
た
。

初
め
に
灌
水
の
祈
り

が
行
わ
れ
、
灌
水
と

香
で
全
墓
地
を
回
り

祝
別
し
た
。
追
悼
ミ

サ
が
捧
げ
ら
れ
た
。

教
区
東
八
事
第
二
墓

地
合
同
の
追
悼
ミ
サ

名
古
屋
教
区
東
八

事
第
二
合
同
追
悼
ミ

サ
が
11
月
７
日
に
行

わ
れ
た
。
晴
天
に

恵
ま
れ
約
100
人
の

信
徒
が
集
ま
り
共

に
祈
っ
た
。
第
二

追
悼
ミ
サ
で
は
椎
尾
匡ま

さ

文ふ
み

神

父
（
高
蔵
寺
教
会
）
が
司
式

し
、
平
田
政
信
神
父
（
押
切

教
会
）、
と
早
川
和
彦
助
祭

に
よ
っ
て
捧
げ
ら
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
が
下
火
に
な
っ
た
と
は
い

え
、
マ
ス
ク
着
用
、
聖
歌
は

歌
わ
な
い
で
テ
ー
プ
を
流
す

な
ど
、
し
っ
か
り
と
予
防
対

策
を
取
っ
て
行
わ
れ
た
。

ミ
サ
の
説
教
で
椎
尾
神
父

は
、
初
聖
体
を
受
け
る
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
見
る
と
い

う
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
絵
本
を

取
り
上
げ
、
キ
リ
ス
ト
の
体

で
あ
る
一
つ
の
パ
ン
を
共
に

分
か
ち
合
い
、
い
た
だ
く

意
味
を
説
明
し
た
。「
普
通
、

物
語
の
ヒ
ー
ロ
ー
は
敵
と

戦
っ
て
も
傷
つ
か
な
い
が
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
は
困
っ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
を
助
け
る
た

め
に
自
分
の
体
を
食
べ
さ
せ

る
の
で
、
体
は
つ
ぎ
は
ぎ
で

ボ
ロ
ボ
ロ
。
自
分
の
体
を
分

け
与
え
る
、
す
な
わ
ち
聖
体

の
秘
跡
の
最
も
大
切
な
こ
と

を
表
わ
し
て
い
る
。
聖
体
を

頂
く
と
い
う
こ
と
は
、
キ
リ

ス
ト
に
倣
っ
て
自
分
も
大
切

な
も
の
を
差
し
出
し
、
人
と

分
ち
合
う
こ
と
。
ま
た
ミ
サ

は
悲
し
み
の
時
に
も
喜
び
の

時
に
も
捧
げ
ら
れ
、
共
に

集
っ
て
分
ち
合
う
も
の
。
家

族
を
亡
く
し
た
悲
し
み
を
、

こ
こ
に
集
ま
っ
た
人
々
み
ん

な
と
分
け
合
い
、
こ
の
分
か

ち
合
い
が
希
望
を
持
っ
て
生

き
る
力
と
さ
れ
ま
す
よ
う

に
」
と
結
ん
だ
。
続
い
て
亡

く
な
っ
た
方
々
の
た
め
に
、

共
同
祈
願
が
捧
げ
ら
れ
た
。

そ
し
て
派
遣
の
祝
福
の

後
、
椎
尾
神
父
と
早
川
助
祭

は
、
ご
先
祖
や
兄
弟
姉
妹
が

静
か
に
眠
る
墓
地
を
回
り
灌

水
し
て
全
墓
地
を
清
め
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
名
古

屋
教
区
カ
リ
タ
ス
福

祉
委
員
会
が
「
社
会

福
祉
事
業
功
労
者
」

の
市
長
表
彰【
写
真
】

を
受
け
ま
し
た
。
11

月
11
日
に
名
古
屋
市

長
の
河
村
た
か
し
氏

よ
り
表
彰
状
が
届
き

ま
し
た
の
で
紹
介
し

ま
す
。

名
古
屋
教
区

東
八
事
第
一
墓
地
・
第
二
墓
地
で

合
同
の
追
悼
ミ
サ

十
一
月
は
死
者
の
月　

故
人
を
偲
ん
で

第
二
墓
地
合
同
追
悼
ミ
サ
の
様
子
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福 信 館 福 信 館 

ゴ
ー
ル

達成率
約78.4％

郵便振替　00810－5－50605
加入者名　カトリック名古屋教区
通信欄に「福信館建設」と必ず
ご記入ください。

634件 31,388,358円
（10/28現在）目標額 40,000,000円

協力協力

建
設
費
の
返
済
に

　
を

建
設
費
の
返
済
に

　
を

聖マリアの無原罪教育宣教修道会�
「学び」《後期》

期　日　12月19日（日）
　　　　�主がご自分の神殿に来られる　ホザンナ！と言わ

れながら。
＊�諸事情により、一週間ずれることがあります。参加希望
者は日時をご確認ください。

場　所　聖マリアの無原罪教育宣教修道会
　　　　岐阜修道院・聖マリア女学院（マドンナホール）
　　　　〒501-2565　岐阜市福富201
係　り　シスター碇（いかり）
　　　　☎058-229-3985（修道院）
　　　　☎080-1560-7429（碇・携帯）
　　　　メール080-1560-7429＠docomo.ne.jp

（交通アクセス）

　JR 岐阜駅から市バス12番バスのりばから乗車、三田洞
バス停下車（27～28分乗車）乗車時に℡下さい。バス停で
待っています。JR名古屋駅から約1時間です。自動車で来
られる方は聖マリア女学院でナビ設定。

�
（
祭
）＝
祭
日
、（
祝
）＝
祝
日
、（
記
）＝
記
念
日

12
月
の
教
会
暦

３
日
㈮	

日
本
宣
教
の
保
護
者　

聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
司
祭

（
祝
）

５
日
㈰	

待
降
節
第
２
主
日

	

宣
教
地
召
命
促
進
の
日（
献
金
）

７
日
㈫	

聖
ア
ン
ブ
ロ
ジ
オ
司
教
教
会
博

士
（
記
）

８
日
㈬	

無
原
罪
の
聖
マ
リ
ア
（
祭
）

12
日
㈰	

待
降
節
第
３
主
日

13
日
㈪	

聖
ル
チ
ア
お
と
め
殉
教
者（
記
）

14
日
㈫	

聖
ヨ
ハ
ネ
（
十
字
架
の
）
司
祭

教
会
博
士
（
記
）

19
日
㈰	

待
降
節
第
４
主
日

25
日
㈯	

主
の
降
誕
（
祭
）

26
日
㈰	

聖
家
族
（
祝
）

27
日
㈪	

聖
ヨ
ハ
ネ
使
徒
福
音
記
者（
祝
）

28
日
㈫	

幼
子
殉
教
者
（
祝
）

１
月
の
主
な
教
会
暦（
主
日・祭
日
な
ど
）

１
日
㈯	

神
の
母
聖
マ
リ
ア
（
祭
）　

世

界
平
和
の
日

２
日
㈰	

主
の
公
現
（
祭
）

９
日
㈰	

主
の
洗
礼
（
祝
）

16
日
㈰	

年
間
第
２
主
日

18
日
㈫
～
25
日
㈫	

	

キ
リ
ス
ト
教
一
致
祈
禱
週
間

23
日
㈰	

年
間
第
３
主
日
（
神
の
こ
と
ば

の
主
日
）

30
日
㈰	

年
間
第
４
主
日　

世
界
こ
ど
も

助
け
合
い
の
日
（
献
金
）	

教
区
行
事
予
定

12
月

10
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会

11
日
㈯	

殉
教
者
委
定
例
会
／
信
徒
協
役

員
会
／
小
泉
純
一
郎
氏
講
演

会
＊

12
日
㈰	

中
高
生
会

14
日
㈫	

樹
の
会
／
カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協

会
例
会

15
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ

16
日
㈭	
顧
問
会
＊

18
日
㈯	
レ
ジ
オ
・
マ
リ
エ
「
名
古
屋
ク

リ
ア
」

１
月

８
日
㈯	

宣
司
評
運
営
委
員
会
／
殉
教
者

委
定
例
会
／
信
徒
協
幹
事
会
／

共
助
連
絡
会
新
年
会

９
日
㈰	

中
高
生
会

11
日
㈫	

樹
の
会

14
日
㈮	

正
義
と
平
和
委
定
例
会
「
学
習

会
」

16
日
㈰	

新
成
人
を
祝
う
教
区
新
年
の
集

い
／
青
年
委
員
会
／
稲
沢
教
会

50
周
年
ミ
サ
＊

18
日
㈫	

カ
ト
リ
ッ
ク
看
護
協
会
例
会

19
日
㈬	

カ
リ
タ
ス
福
祉
委
員
会

20
日
㈭	

月
集
・
顧
問
会
＊

22
日
㈯	

典
礼
委
員
会

23
日
㈰	

教
会
学
校
教
師
会
定
例
会

　
（
＊
＝
松
浦
司
教
）

カトリック名古屋教区 
セクシュアル・ハラスメント 

対応委員会 
ホットライン 
 080-2625-4681

受付　月～金（祝日除く）　
時間　10：00～12：00　　　

13：00～16：00
名古屋市東区葵2-6-35

カトリック名古屋教区センター
相談の秘密、プライバシーは厳守します。 

安心してご相談下さい。

名古屋オルガンの秋 presents

パイプオルガン・ブランチコンサート
「クリスマス　幸せと平和の響き」

日　時　12月8日（水）　開場10：00
　　　　演奏10：30～11：30
場　所　愛知県芸術劇場コンサートホール
入場料　1,000円（全自由席）
曲　目　�クリスマスキャロルと楽しいオルガン作品、ハン

ドベルによるクリスマスキャロル他
演奏者　�Org 吉田文＆Th・マイヤー＝フィービッヒ、本

田美香（Sop）、名古屋女子大学音楽第4ゼミ。マ
イヤー先生のミニ講座もあります。

問合せ　二宮音楽事務所　☎052-505-0151
　　　　mail@aya-yoshida.de

名古屋教区本部事務局の�
年末年始の休館日

12月25日（土）
12月28日（火）～2022年1月3日（月）まで
1月4日（火）から仕事始め

【2021年新作クリスマス絵本】
☆こころにのこるクリスマスプレゼント☆

「いっしょにおいわいクリスマス」
� 女子パウロ会　1,210円（税込）

クリスマス！
なにが　いちばん　うれ
しい　プレゼントかな？
やさしい　だれかと　
いっしょになること─
そう、ともだちが　いち
ばんの　プレゼント！

今年も　みんなで聴こう！パイプオルガン・聖歌・�
ハンドベルによる音楽のアドベントカレンダー、�

そして、クリスマスのお話
日　時　12月11日（土）13：00開場　13：30開演
場　所　カトリック南山教会聖堂　名古屋市昭和区南山町1
　　　　（地下鉄鶴舞線いりなか駅下車　徒歩5分）
プログラム　�クリスマスキャロル、ソプラノ独唱、パイプオルガン演奏、

ハンドベルで奏でるクリスマスキャロル
演奏者　�聖書朗読　Sr. 村上多美代（聖霊奉侍布教修道女会）、ソプラノ

独唱 Sr. 伊藤晶（聖霊奉侍布教修道女会）、Org 吉田文、ハンド
ベル名古屋女子大学音楽第4ゼミ。

入場料　�無料（催し物後に、運営費用並びにホスピス聖霊後援会「ぶど
うの会」への寄付をお願いします）

ご予約方法　ご予約フォーム（右QRコード）ウエブサイト
　　　　　　https://ninomusico.jimdofree.com
　　　　　　お電話052-505-0151二宮音楽事務所まで。

事前予約制
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小泉純一郎氏の脱原発講演会
日　時　12月11日（土）　13：30開場　14：00開演
会　場　カトリック名古屋教区司教座聖堂（布池教会）
演　題　「一日本人としての思い～日本の歩むべき道～」
講　師　脱原発を訴える小泉純一郎氏
定　員　160人（大聖堂）
　　　　100人（地下ホール　ユーチューブ　ライブ配信）
申込み　�小教区宛てに配布された案内をご覧ください。人数制限のため

申込み多数の場合は抽選。
参加費　無料（支援のための自由献金）
主　催　次世代を考える会実行委員会（カトリック名古屋教区）
後　援　城南総合研究所 /トモダチ・ユニット
問合せ　次世代を考える会事務局　畑村　☎052-935-7180
駐車場はありません。公共交通機関をご利用下さい。
同時配信URL／ QRコードで
https://youtu.be/U7PbewcHPhs 

プロフィール
　講師の小泉純一郎氏はフクシマの被災状況、また『トモダチ作戦』で
高濃度の放射能被害を受け、保険もなく今も苦しんでいる米兵の悲惨な
状況を視察し、「原発推進」が誤りであったことを認め、以来「脱原発」
を訴えて各地を回って講演をしている。

聖パウロ書院の年末年始
2021年、名古屋聖パウロ書院を

ご利用いただきましてありがとうございます。
年末年始の閉店日は下記のようになります。
2021年12月30日（木）～2022年1月3日（月）

教会での新成人のお祝い等は�
お早目にご準備ください！


